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試 験 成 績 書 
令和 4年 2月 1日 

一般社団法人 木を活かす建築推進協議会殿 

株式会社 えびす建築研究所 

ご依頼の試験結果は次の通りです。 

１.試験依頼者の名称

及び住所

一般社団法人 木を活かす建築推進協議会 

東京都港区赤坂 2-2-19 アドレスビル 5階 

２.試験概要 [試験概要] 

9 種類の面材の面内せん断試験を行い、そのせん断性能を確認する。 

①構造用パーティクルボード、9mm 厚

②構造用 MDF、9mm 厚

③④MDF、15mm 厚、18mm 厚 

⑤⑥構造用合板、15mm 厚、18mm 厚、全層カラマツ 

⑦⑧構造用合板、15mm 厚、18mm 厚、全層ヒノキ 

⑨構造用合板、24mm 厚、全層スギ

[試験方法] 

ASTM D2719-13 に準拠した Two Rail Shear 試験 

３.試験結果 別紙に示す通り。 

４.試験実施日 令和 3年 12 月 27 日～令和 4年 1月 13 日 

５.試験実施場所 東京大学農学部 

東京都文京区弥生 1-1-1 

６.試験担当者 東京大学農学生命科学研究科木質材料学研究室 



各種木質ボードの

Two rail shear 試験

試験実施者　東京大学農学生命科学研究科木質材料学研究室

試験担当者　東京大学農学生命科学研究科木質材料学研究室

試験実施場所　東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農学部

試験実施期間　令和 3 年　12 月 27 日～令和 4 年 1 月 13 日
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試験報告書
令和 4年 2月 5 日

株式会社 えびす建築研究所様

東京大学農学生命科学研究科木質材料学研究室　㊞

ご依頼の試験結果は次の通りです

1. 申込者の名

称及び住所

株式会社えびす建築研究所

〒 135-0024 東京都江東区清澄 2-14-8

2.試験の目的・

内容

【試験の目的】　多種の厚さ、材料の木質系面材

の面内せん断特性を得るための Two rail shear 

試験

【試験体の名称】　Two rail shear 試験体

【供試体数】各仕様（別紙）ごとに三体

4. 試験実施場

所

東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農学部五号館

地下実験室

3. 試験結果 別紙

5. 備考 試験受付日　令和 3年 10 月 26 日

試験実施日　令和 3年 12 月 27 日

  　　～令和 4年 1月 13 日

試験担当　東京大学農学生命科学研究科木質材

料学研究室

稲
山
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1. 一般事項
構造試験体概要

2. 試験の

目的・内容

【目的】　多種の厚さ、材料の木質系面材の面内せ
ん断特性を得るための Two rail shear 試験
【供試体】　
パーティクルボード *（以下 PB）厚さ 9mm
構造用ヒノキ合板 *（以下 Ply-H）厚さ 15.18mm
構造用カラマツ合板 *（以下 Ply-H）厚さ 15.18mm
構造用スギ合板 *（以下 Ply-S）厚さ 24mm
中密度繊維板 *（以下 MDF）厚さ 9,15,18mm

3. 試験依

頼者名

株式会社えびす建築研究所

4. 試験実

施者名

東京都文京区弥生 1-1-1

東京大学農学生命科学研究科木質材料学研究室

5. 試験受

付日

令和 3年 10 月 26 日

6. 試験実

施期間及び

実施場所

令和 1年 8月 1日～ 11 月 30 日

東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学農学部五号館

地下実験室
7. 試験成

績書発行日

令和 4年 2月 5日

8. 構造試

験実施担当

及び試験成

績書作成

東京大学農学生命科学研究科木質材料学研究室

1. 試験体

の名称

Two rail shear 試験体
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* 供試材料の詳細な規格区分を下記に示す
■カラマツ、ヒノキ合板
t=15mm
単板樹種：カラマツ、ヒノキ（全層）
接着の程度：特類
曲げ性能：1級相当
構成単板：積層数 5、板面の品質：C-D

t=18mm
単板樹種：カラマツ、ヒノキ（全層）
接着の程度：特類
曲げ性能：1級相当
構成単板：積層数 7、板面の品質：C-D

■スギ合板
t=24mm
単板樹種：スギ（全層）
接着の程度：特類
曲げ性能：2級
構成単板：積層数 7、板面の品質：C-D
 
■構造用 MDF（JIS A 5905:2014）
t=9mm
曲げ強さによる区分：30 タイプ
接着剤による区分：Pタイプ

■構造用 PB（JIS A 5908:2015）
t=9mm
曲げ強さによる区分：18 タイプ
耐水性による区分：耐水２（Pタイプ）

■普通 MDF（JIS A 5905:2014）
t=15、18mm
曲げ強さによる区分：―
接着剤による区分：Pタイプ
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2. 供試体

　試験方法などは ASTM D2719-13: Standard Test Methods for 

Structure Panels in Shear Through-the-Thickness. ASTM に

準拠した。

　各パネルについて図 2.1 に示す試験体を作成した。

410mm × 600mm の試験体の両面、両端に木材レール (204 材、

SPF) をエポキシ樹脂系接着剤（オーシカ TE-216）を用いて接

着後、ビス（シネジック、厚さ 24mm の Ply-S のみパネリード

Ⅱ +90、その他はパネリードⅡ +80）を用いて圧締した。養生期

間は一週間以上とした。

　接着完了後、加力・支持点となる、木材レールの端部を 14°

に切断した。

面材

レール材

（SPF、204 材）

図　2.1 試験体概略　単位：mm

ビス
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3. 計測

　ひずみの測定を行うために、試験体の中央両面に二軸ひずみ

ゲージ（FCA-10）を貼り付けた。

　各ゲージは二軸部分が試験体の長軸に対して 45°方向を向く

ように貼り付けた。

　専用の治具に試験体をセットした後万能試験機（オートグラ

フ（仮））を用いて単調引張試験を行った。スピードは 1mm/min

とした。

　荷重はクロスヘッドに内蔵されたロードセルにより計測し、

データの収録はデータロガー（東京測器 TDS530）を用いた。

図 3.1 に試験体のセットアップを示す。

4. 評価方法

　せん断ひずみの計測は（引張側の斜めのゲージの計測値の表

裏平均）-（圧縮側の斜めのゲージの計測値の表裏平均）より

求めた

　最大荷重 (kN) の 0.1 倍、0.4 倍の点を用いてで荷重 -せん断

ひずみ曲線の傾きk を求めた。その後下式によりせん断弾性係

数 G を求めた。また最大荷重よりせん断強さτを算出した。

G=k/(L・t)

τ =Pmax/(L・t)

L：試験体高さ (mm)、t：試験体厚さ (mm)、

G：せん断弾性係数 (GPa)、τ：せん断強度
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二軸

ひずみゲージ

レール治具

めり込み防止

治具

荷重

図　3.1 試験体セットアップ
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5. 試験結果

　上記の試験結

果について実施

した結果を表

5.1 に示す。

表 5.1 試験結果
No. 密度(kg/m

3
) 厚さ(mm) τ(MPa) G(GPa)

1 753 8.9 3.06 1.84
2 744 9.0 4.06 1.21
3 752 9.0 4.17 1.95

平均 750 8.9 3.76 1.67
標準偏差 5 0.1 0.61 0.40

1 802 9.0 5.00 1.54
2 802 9.1 5.91 1.83
3 790 9.1 5.58 2.03

798 9.1 5.50 1.80
6 0.0 0.46 0.25

1 727 15.1 5.18 1.51
2 745 15.1 7.22 1.13
3 727 15.1 5.67 1.35

733 15.1 6.02 1.33
10 0.0 1.06 0.19

1 711 18.1 4.92 1.48
2 715 18.0 6.01 1.73
3 710 18.3 4.05 1.36

712 18.1 4.99 1.52
3 0.2 0.98 0.19

1 543 15.3 5.68 1.38
2 553 15.3 5.63 1.16
3 576 15.3 5.75 1.12

557 15.3 5.69 1.22
17 0.0 0.06 0.14

1* 545 17.9 5.08 0.92
2 564 17.9 4.79 0.92
3 593 18.0 5.25 1.06

567 17.9 5.04 0.97
24 0.1 0.23 0.08

1 476 15.4 5.65 1.01
2 477 15.4 5.81 0.62
3 489 15.1 6.01 2.16

481 15.3 5.83 1.26
7 0.2 0.18 0.80

1 482 18.0 5.31 0.83
2 490 17.9 5.05 1.48
3 491 17.6 5.25 0.96

487 17.8 5.20 1.09
5 0.2 0.13 0.34

1 449 24.5 3.77 0.57
2 436 24.5 3.37 0.53
3 439 24.3 3.51 0.55

441 24.4 3.55 0.55
7 0.1 0.21 0.02

Ply-K-18

Ply-H-15

Ply-H-18

Ply-S-24

PB-9

MDF-9

MDF-15

MDF-18

Ply-K-15

Note:PB：パーティクルボード　Ply: 合板
-K：カラマツ　-H：ヒノキ　-S：スギ
末尾の数値は厚さを示す
*( ひずみゲージ不調により 0.1Pmax-0.2Pmax で評価 )
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6. せん断応力 -ひずみ曲線

　得られたせん断応力 -ひずみ曲線を図 6.1 ～ 6.9 に示す。

　表5.1の補足で Ply-Kの厚さ 18mmの一体で途中でひずみゲー

ジが剥がれたことを説明しているが、それ以外にも 4体途中で

ひずみゲージが剥がれた試験体が存在した。

　それらについては計測できた範囲での曲線を示している。な

お、その 4体については 0.4Pmax まではひずみが計測できてい

ること、荷重については最後まで計測できていることから、前

項の特性値の評価は問題なく実施可能であったと判断した。
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図 6.1 厚さ 9mmPB せん断応力 -ひずみ曲線
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図 6.2 厚さ 9mmMDF せん断応力 -ひずみ曲線

図 6.3 厚さ 15mmMDF せん断応力 -ひずみ曲線

< 10 >



0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500

1 2 3

0

1

2

3

4

5

6

7

0 5000 10000 15000 20000

1 2 3

0

1

2

3

4

5

6

0 2000 4000 6000 8000 10000

1 2 3

せ
ん

断
応

力
（

M
P
a
）

せん断ひずみ（μ）

せ
ん

断
応

力
（

M
P
a
）

せん断ひずみ（μ）

せ
ん

断
応

力
（

M
P
a
）

せん断ひずみ（μ）

図 6.4 厚さ 18mmMDF せん断応力 -ひずみ曲線
※no.1 と no.2 は途中でゲージ剥がれが生じた

図 6.5 厚さ 15mmPly-H せん断応力 -ひずみ曲線

図 6.6 厚さ 18mmPly-H せん断応力 -ひずみ曲線
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図 6.7 厚さ 15mmPly-K せん断応力 -ひずみ曲線
※no.1 と no.2 は途中でゲージ剥がれが生じた

図 6.8 厚さ 18mmPly-K せん断応力 -ひずみ曲線
※no.1 は途中でゲージ剥がれが生じた

図 6.9 厚さ 24mmPly-S せん断応力 -ひずみ曲線
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7. 破壊性状

　試験後の破壊性状を図 7.1 ～ 7.9 に示す。おおまかな傾向と

して PB・MDF は隅部付近で破壊し、破壊箇所も明確であったが、

合板は試験体全体に複数の細かい亀裂が入り、破壊個所は明確

ではなかった。
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図 7.1 厚さ 9mmPB 破壊性状 図 7.2 厚さ 9mmMDF 破壊性状

図 7.3 厚さ 15mmMDF 破壊性状
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図 7.4 厚さ 18mmMDF 破壊性状 図 7.5 厚さ 15mmPly-H
破壊性状

図 7.6 厚さ 18mmPly-H
破壊性状
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図 7.7 厚さ 15mmPly-K
破壊性状

図 7.8 厚さ 18mmPly-K
破壊性状

図 7.9 厚さ 24mmPly-S
破壊性状
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